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青森県におけるリンゴ腐らん病の発生は昭和40年頃に始

まり,昭和46年頃から急増した。そして,昭和51年 ,53年

には県下全栽培面積の33%が発病するという状態に至 り,

各種のリンゴ病害の中でも最も重要な位置を占めるように

なった。このように発生が拡大した原因として,栽培管理,

樹体衰弱及υ嘆 剤散布体系など種々の要因が指摘されてい

るが,その 1つに冬期間の気象も重要視されていぷ)。 そこ

で,青森県津軽地方の場合に,冬期間の気象が本病の発生

にどの程度関与するかを明らかにすることを目的として,

腐らん病多発園における冬期間の気象と腐らん病発生量の

関係を調査した。

2 試 験 方 法

青森県黒石市出石田の集団リンゴ栽培地帯 (面積 120h8,

山手で腐らん病多発 )を対象に,丘陵地 6地点,低地 4地

点,傾斜地 5地点に気象観測機器を設置し,昭和51年から

4年間にわたり冬期間 (12月～翌年 3月 )の気象観測を実

施した。また.各観測ItL点周辺のリンゴ成木 100樹 にラベ

ルを付け,昭和50年から54年 まで毎年 1回 , 5月 に腐らん

病の発生量を調査し,気象との関係を検討した。

1)調査項目 : 最低気温,最高気温,9時気温,風速,

風向,枝腐らん及び胴腐らんの発生量

2)調査園地の立地条件

丘陵地 ;M3,5,8,10,12, 14
低 地 ,Ml,4,9,13

3)傾斜地 : M2,6,7,11,15

3 結 果 及び 考 察

各調査園地における胴察らんの発生量と冬期間の気象要

因との間には何ら相関が認められなかった。しかし,枝腐

らんの場合は,各園lllの発生量と冬期間の平均風速との間

に高い正の相関が認められ (図 1), このことから冬期間
の寒風が枝腐らんの発生を助長するものと考えられた。

調査圃場における4年間の最低気温の最大値は-203℃
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図 : 調査園地の風速と枝腐らんの発生皇

(昭和51年 2月 )であったが,厳冬期のリンゴ樹体は-25

Cの低温に耐え得ることが知られているのので,青森県津

軽地方の場合,低温のみで樹体に凍害を受ける可能性は少

ないものと思われる。しかし,樹体の形成層の温度は樹体

が風を受けると短時間のうちに低下し,更に水分が奪われ

て寒風害を受けることになる。例えば,風速 45ル4では

外気温よりも約 2C低下することがSAV“ Eうによって明ら

かにされてぃる。一方,樹体の各部位の中でも,新梢,芽

及び短果枝などは太い枝に比べて耐凍性が低いことが知ら

れている
1)の
で, これらの部位は強風を伴った低温に遭遇

した場合に凍害を受けるものと推察される。すでに凍寒害

部は腐らん病の主要な侵入Fl戸 となることが明らかになっ

ているので,凍寒害を受けると,そ れに伴って侵入門戸

(枯死組織 )が増加し,実 らんが急増するものと考えられ

る。

主幹部や主枝などの太い枝の場合は耐凍性が高いため,

青森県津軽地方のような比較的冬期間の低温が緩やかな条

件下では凍害を受けることが少ないものと思われる。従っ

て,胴腐らんの発生は冬期間の気象に影響されることが少

ないと考えられる。しかし,太い枝でも分岐部は比較的凍

害を受け易いとされており
1)し
かも実際に分岐部からの発

病 もみられるので,こ の点に関する今後の調査が必要であ

る。
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本試験における調査初年度の胴察 らん発生量とその後の

累積発生量との間には高い正の相関が認められ (図 2),

このことから胴腐らんの発生は冬期間の気象よりも園地の

病原菌密度に左右されるものと考えられる。

初年度の1同腐らん発生量     
“

固)
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図 2 嗣腐 らんの初年度発生量がその後
の発生に及ぼす影響

図3 腐 らん病発生量の年次変動

飼腐らん発生量の年次変動は比較的小さいが,枝察 らん

の年間発生量は昭和51年から53年まで著しく高まったのに

対して,昭和54年には激減しており,その年次変動は極め

て大きい (図 3)。 その原因として冬期間の気象の年次変

動が考えられる。すなわち,昭和49年 12月 以降52年 3月 ま

での冬は低温が厳 しかったのに対して,昭和52年 12月 以降

は暖冬が続いており,枝腐 らんの発生量は低温が厳しかっ

た冬の 1年後に高まる傾向がうかがわれる。また,校の傷

口部に病原菌が侵入した後,典型的な病斑を形成するまで

約 1年 を必要とすることから,昭和51年～53年に枝奮らん

が増加した原因は,昭和49年 12月 ～52年 3月 の冬期間にお

ける凍害発生にあるものと推察される。更に,昭和52年 12

月以降は暖冬に経過したため昭和54年以降の発生量も減少

したと考えられる。

4 要

各国ltLの枝腐らん発生量は冬期間の風速が高まるほど増

加する傾向が認められた。一方,胴腐らんの場合は,発生

量と冬期間の気象との間に何の関係も認められなかったが,

各園地における調査初年度の胴察らん発生量と, 2年度以

降の累積発生量 との間に高い正の相関が認められた。従っ

て,枝腐らんの発生は冬期間の寒風に影響されるが ,胴薇

らんの発生は園地の病原菌の密度に大きく左右されるもの

と推察される。更に,冬期間の低温及び校腐 らん発生量の

年次変動から,凍害が発生したと考えられる冬から1年後

の冬～春に枝腐 らんの発生量が高まる傾向がう力
"ゞ

われた。
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